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慶應義塾大学　日本語・日本文化教育センター紀要
『日本語と日本語教育』50：115（2022.3）

〔大学院文学研究科修士論文〕

現代日本語の略語法に関する研究
――外来語由来の造語成分を中心に――

孫　佳瑞
本論文は、日本語で頻繁に使用されている外来語略語に注目し、略語の構成要素が次
に新語を造る要素となる変化の過程を考察した。そして、それらの造語力には差がある
ことを明らかにし、さらには略語になったために本来は別語であった外来語が見かけ上
同じに見える要素があることにも注目した。こうした略語の理解は外国人学習者にとっ
ても日本語理解に有効であると考えた。
論文の構成とともに概要を以下に記す。
第 1～3章では研究の背景、目的、方法について述べた。第 4章では、造語法及び省略
の位置づけの選考研究（『日本語学大辞典』（2019）の定義、木村（2019）、山下（2006）
など）を検討し、造語法及び省略の定義、外来語の省略の方法を確認した。第 5章では、
『新選国語辞典第 9版』（2011）を基礎資料とし、インターネット上から、「Wikipediaカ
タカナ略語一覧」（http://dictionary.sensagent.com 最終閲覧日 2021年 1月 27日）を補充
資料とした。これらの資料から、外来語の略語例を抽出した。その中で、たとえば「パ
ソコン」のようにいったん略語となったものの、「コン」の部分が「ポケコン」「ファミコ
ン」のように造語力を持ち、新たな省略語基となる語例を採取した。そして、それぞれ
に造語力の差があることがわかった。また、第 6章では、略語から抽出した造語成分の
3つの特徴を指摘した。1つ目は、異なる原語に由来するために、同形異義となった「コ
ン」（「コンピューター」「コンプレックス」「コンテスト」など）が、語源にもどらないと
学習者にとって理解しにくい部分があることを述べた。2つ目は、略語の要素でも造語力
の差があることに注目し、比較的に造語力の強い「ハラ」（「ハラスメント」から）など
があることを分析した。これらの造語力が高い理由として、社会に浸透した「セクハラ」
などの略語から連想して、「パワハラ」「モラハラ」など、「○○ハラ」という形に当ては
めた造語をするようになること、インターネット上での多用によって認識が深まったこ
となどが考えられる。3つ目は、略語は意味の単位である形態素を重視して作られるとい
うよりも、音節数を重視して 3～4音節にまとめようとする傾向が強いことを指摘した。
たとえば、「アニオタ」は「アニメ|オタク」、「アニソン」は「アニメ|ソング」が省略され
ているが、「アニ」「オタ」「ソン」はどれも形態素としては不完全だが、略語全体の音節
が重視されていると言える。
以上のように、本論文ではいったん外来語が略語となって日本語で定着した後、その
略語から新しい語構成要素が見出され、新語を造る要素へと変化する過程について考察
した。


